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システム化による業務効率の改善および
セキュリティー対策の推進 茨城県水戸市
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石油製品卸及び小売 ( ガソリンスタンド )　
自動車整備 ( 関東運輸局指定 )

半導体工場の生産システム系の保守・開発業務に 10
年以上携わってきましたが、前職の組織変更のタイ
ミングで新しい分野へのチャレンジを考え、ご縁に
より当社に採用いただきました。大きく違う業界に
入りましたが、今までの IT スキルを大いに活かすこ
とができる業務を任せてもらえる充実感と、新たな
知識・業務の習得によるやりがいを感じています。

鈴木氏の入社後は、業者に依頼する PC 管理業務
が大幅に減少しました。安心して課題解決を任せ
ることができ、IT を苦手とする事業所・スタッフ
から「直通の SOS」も多く、対処と同時に指導も
同時に行っており、コスト削減のみならず教育に
も貢献しています。「IT は難しい！」だけでなく、
楽しく学べば得意にもなれる。そんな気がします。

生産性向上・コスト削減には欠かせない業務の改善・
質の向上は、システム化が必須です。中小企業である
当社は、本社をスリム化しており時流に乗り遅れない
ように新情報の習得には努めていた自負がありまし
た。しかし、課題解決には、やはり IT 知識のある人
材が必要で、プロフェッショナル人材拠点に相談した
所、適任者をご紹介いただきました。また、システム
エンジニアは副業 W ワークの方が多くいることが分
かり、今後の参考になったケースもありました。中長
期計画には、IT 人材は不可欠です。教育の重要性を
認識し人材の教育に努めていきます。

半導体製造工場の SE として生産システムの
運用・開発を担当
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業務の効率化により時間管理を向上させ、前向きな業務拡大につなげていく事は企業にとって当然のことです
が、ルーチン業務で日々が過ぎていく事も少なくありません。時間感覚を高めるには、やはり現実的にそして
迅速に課題を解決する必要があり、そのためには実質的なシステムの改善が欠かせません。従来は、IT 専門で
はない若干知識のあるスタッフと外部委託で業務のデジタル化を進めてきました。当然メリットもありますが、
加速するデジタル化社会においても、社内専任の IT 管理者の確保が必定と考えました。内製化は、コスト削
減や業務のスピードそして人材教育など、高い成果が期待できると考えています。

システム化による業務の効率化とそのための人材確保

業務の効率化は、業界の知識・業務の現状などを把握して積極的に取組み実践していく必要があります。入社
当初は集計や受払表等、シンプルなタスクをシステム化し、説明の必要なタスクを順次進めていくよう計画し
ました。システム化をする際、効率良く作り上げるには使用者が使い易い事が重要です。そのため、満足する
まで「使用して改善」を繰り返し、最良のシステムを作ってもらえる事を期待しています。同時に、全社のデー
タやネット環境のセキュリティー管理も重要な任務であり、経験を活かし安心安全な管理を使命感を持ち努め
ていただきたいと考えています。

業務効率の改善及びセキュリティー管理

鈴木氏は、仕事が論理的で的確であり、サポートを受ける者に分かり易く説明しています。各部門の業務のシス
テム化を続けており、効果は着実に表れています。どんな依頼にも快諾し対応してくれるのも、改善が進む要因
の一つです。更なる改善依頼にも誠実に対応し、使い勝手がよく使用者の要望に沿うよう改良してくれます。また、
これまで社外業者と行っていたパソコンの入れ替えについても、20 台のパソコンの入れ替えを他事業所へ出向
き行いました。その後も、PC のトラブル対処や設定を行うなど広範囲で活躍しています。今後は、現在使用し
ているクラウド上のシステムも、オリジナルで活用して行く予定です。重要な役割を担っています。

業務のシステム化推進および IT 管理水準の向上

粉川 美恵子 氏


